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文責 校長 土屋弘明 
   学校教育目標    
「豊かな心をもち自ら 
切り拓く子どもの育成」 

１月１０日(水)、NTT ドコモ主催のデジタル体験教室が行われました。

この事業は、子供たちにデジタル技術を身近に感じてもらう機会を創ろう

と、山梨県教委が委託したものです。当日は、低学年が embot という段ボ

ールでできたロボットを使って曲をプログ

ラムしたり、高学年はスマートグラス(メガ

ネの様に装着し、実際に見えている光景に

さまざまなデジタルデータが重なって表示されるもの)を使って、グ

ループで謎ときに挑戦したりしました。子供たちからは、普段でき

ないデジタルな体験ができて楽しかったという感想がありました。 

 

１月１１日(木)、

校内書き初め大会

を行いました。子供

たちは２学期末か

ら冬休みにかけて

練習を重ね、本番を

迎えました。どの子

も納得のいく作品になるよう、真剣な表情で筆を走らせていました。１・２年生は硬筆（鉛筆）、３

年生以上の毛筆の課題は、３年「うた」・４年「花火」・５年「雪どけ道」・６年「立春の空」でした。 

 
 

１月１８日（木）、長野県の富士見パノラマス

キー場で 5.6 年生のスキー教室が行われまし

た。午後からは雪ならぬ小雨がパラつく天候で

したが、心配されていたゲレンデの状態もまず

まずで、気温は低くとも子供たちは熱気で汗を

かくほど頑張りました。６年生は昨年から１年ぶりの二度目、５年生はほ

とんど初めての経験でしたが、午後には、見違えるほど上達し、リフトに

も乗って気持ちよさそうに滑り、ゲレンデにシュプールを描いていました。 

ヒーローになる時、それは今!! 

県 特 選…１年 松永紗英 ３年 大村晴輝 ６年 大村雄樹 

地区入選…１年 前島羚二 ２年 狩野伊都 ３年 髙野花凜 

４年 佐藤奈南 ５年 狩野結香 ６年 榎本 鈴 

校内入選…２年 窪田あかり 中楯あめり                    

３年 佐藤心春 日原ひなた 鶴田 栞 小幡璃々果 

４年 雨宮皐月 唐澤悠大 廣瀬こま希            

５年 小林光里 大橋優馬 柳澤悠真 

６年 横山小粋 大村一騎 黒沢恵介 



 

１月１２日（金）、全校児童が待ちに待ったメジャー

リーガー大谷翔平選手から贈られたグローブが、井

尻小にも届けられました。全校集会で大谷選手から

の「野球しようぜ」のメッセージとともに披露し、代表

の児童にキャッチボールをしてもらいました。グロー

ブは低学年と高学年の右利き用と高学年の左利き

用の計三つで、とても軽くデザインもかっこいいもので、全校児童に回すと

みんな大喜びでした。早速、休み時間には、キャッチボールをして楽しむ姿が見られました。 

１月２６日（金）、３.４年生のスケート教室を小瀬

アイスアリーナで行いました。当日は、山梨県アイス

ホッケー連盟の方にインストラクターとして来ていた

だき、スケート靴の履き方から足の上げ下げ、歩き

方、リンクの横の往復、カラーコーンを使ったスラローム

と順を追って指導してもらいました。始めはおっかなびっ

くりで、氷上のペンギンのようだった子供たちも、みるみる上達し、後半は、リン

クの中を気持ちよさそうにグルグルと何周も滑っていました。「楽しかった!」

「また来たい」の声とともにリンクを後にしました。 

 

３学期は、短い期間ですが１年のまとめの重要な学期です。学級役員を中心に心を一つにして、「一日一

生」の気持ちで、学級での生活や「６年生を送る会」などの行事に取り組んでほしいと思います。 

 

３学期 学級役員 ４年 荒井 瑛祐 古屋 友莉音 

２年 窪田 あかり 池田 周之介 ５年 雨宮 銀河 大村 龍志 

３年 内田 璃斗 前島 東幸 ６年 廣瀬 咲 矢崎 遥慎 

井尻小児童活躍の様子 
 

● 冬みの友 詩 掲載  ３年 髙野花梨  

● 青少年育成ポスターコンクール   

県佳作 ６年 榎本 鈴  

● 新春科学の夢を描く作品展  

山梨県知事賞 ６年 榎本 鈴 

 

 令和 6年能登半島地震に係る災害義援金について

１月１日に発生した能登半島地震により被災された方々に心よりお見舞い申し上げますととも

に、本校児童会でも児童生徒連絡協議会から日本赤十字社を通して石川県に義援金を送りました。 


